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ばし、着実に成果を導く教育」の賜物であり、人材育成に邁進してきた本学の大きな誇りとなっています。
　現在、薬学を取り巻く環境は、DXやAI技術の急速な進展、さらには多職種連携の深化など、かつてない変革期
を迎えています。2024年度から導入された新たな「薬学教育モデル・コア・カリキュラム」に基づき、本学では「対人
援助力」の強化に加え、オンライン服薬指導や医療ビッグデータの利活用といった時代を先取りする教育を積極的
に展開しています。また、「高度医療・地域医療・災害医療・心理ケア」といった多様なニーズに対応する「キャリア
支援プログラム」を通じて、未来の医療を担う人材の育成に努めているところです。
　このような予測困難な時代であるからこそ、就実薬学会というコミュニティの価値は一層高まっています。本会が
単なる同窓会の枠を超え、相互に知識や経験を共有し、共に学び合う「知のネットワーク」として発展していくことを
心より願っております。本号では、研究室の現況や卒業生のご活躍、最新の大学動向などを幅広くご紹介しておりま
す。これらの情報が皆さまの研鑽の一助となり、母校との絆をさらに深める契機となれば幸いに存じます。
　結びに、会員の皆さまの益々のご健勝とご多幸を心よりお祈り申し上げます。就実大学薬学部は、これからも地
域社会に貢献できる医療人の育成に全力で取り組んでまいります。今後とも変わらぬご支援とご鞭撻を賜りますよ
う、何卒よろしくお願い申し上げます。

就 実 薬 学 会 会 長 挨 拶
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　「就実薬学会」会員の皆さまにおかれましては、平素より本会の活動に多大なるご支援
とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
　2024年に産声を上げた本会報も、このたび第3号をお届けする運びとなりました。本会
報が号を重ねるごとに、全国各地でご活躍の会員の皆さまと母校を結ぶ「架け橋」として、
着実にその役割を果たしていることを、たいへん喜ばしく感じております。2003年の開設
以来、本学薬学部が歩んできた道のりは、皆さまお一人おひとりのたゆまぬ努力によっ
て、確かな実績へと実を結んでまいりました。2025年度末には累計卒業生数が約1,900
名に達し、病院、薬局、行政、企業、大学など医療の最前線において、高度な専門性と豊
かな人間性を兼ね備えた薬剤師として社会で活躍されています。中には指導的立場に立
ち、後進の育成に尽力されている方もおられ、こうした実績は「学生一人ひとりの資質を伸

　未来のために変革の時代を共に歩む

就実薬学会からのお知らせとお願い
　就実薬学会では、会員の皆様の相互の親睦と連携を深めるために、様々な活動に取り組んでいます。特に、「就
実薬学会報」が会員相互の情報交流の場となるよう、学内学外における活動や記事を広く募集しておりますので、
会員の皆様には、ぜひ「就実薬学会報」にご寄稿いただき、就実薬学会を盛り上げていただきたいと思っておりま
す。今後、原稿を依頼させていただくこともあるかと思いますが、お知らせしたい内容などがございましたら、原稿を
就実薬学会運営員会宛にお送りいただきたく、よろしくお願いいたします。また、会員への連絡は本学の生涯メール
（在学時のメールアドレスからac.を削除したもの）で運用しておりますので、生涯メールへアクセスできるように、登
録設定をお願いいたします。
　　就実薬学会メールアドレス：yakugakukai@shujitsu.ac.jp

（就実薬学会運営委員会）



・医薬品適正使用に関する臨床研究：
・医療データベースを活用した研究：

・誤嚥関連肺障害に関する基礎研究：

プレアボイドや薬剤師による薬物療法支援などを対象とした研究
レセプト・DPC等の大規模医療データや、JADER・FAERS等の副作
用報告データベースを用いた薬物療法の実態や安全性に関する研究
誤嚥に伴う肺障害（誤嚥性肺炎など）の病態解明と、新たな薬物治療に
つなげるための動物モデルを用いた研究

　私は現在、臨床現場で生じる疑問を出発点として、主に次の3つの領域で研究に取り組んでいます。

研 究 ト ピ ッ ク ス

OTC医薬品販売における薬剤師の薬学的判断 1 )

　セルフメディケーションが推進される中、OTC医薬品の適正使用を支えること
も薬剤師の重要な役割です。一方、実際の販売場面で薬剤師の薬学的判断がど
の程度必要とされているかは、十分に明らかになっていませんでした。そこで、薬
局との共同研究で、OTC医薬品の販売記録1,487件を後方視的に解析しまし
た。その結果、購入を希望するOTC医薬品がある「商品指名購入」の15.1％で
薬剤師の提案によるOTC医薬品の変更または受診勧奨が行われ、薬剤師へ直
接相談があった事例を含めると全応対の半数以上で薬剤師の関与が必要と考え
られました。変更の契機では「禁忌」が最も多く、その約8割を第2類医薬品が占め
ていました。また、解熱鎮痛薬では、薬剤師が相談を受けて選択した場合には来
局者が選択した場合に比べて単剤を選択する割合が高く、症状や使用者背景を
踏まえた薬学的判断の重要性が示されました。

　今回紹介した2つの研究は、OTC医薬品販売時と処方薬の服用期間中という異なる場面を対象としています
が、いずれも日常の薬剤師業務における薬学的判断や継続的な患者への関わりを、客観的なデータで捉え直した
研究です。今後も臨床現場の疑問を研究につなげ、薬剤師の関わりが薬物療法の安全性や有効性にどのように寄
与するのかを明らかにしていきたいと考えています。

1)西井涼香ほか. YAKUGAKU ZASSHI. 2025;145:907–915.（YAKUGAKU ZASSHI「おすすめ記事」掲載）
2)田坂祐一ほか. レギュラトリーサイエンス学会誌. 2026;16:49–58.（研究結果が中医協総会資料に掲載）

（田坂 祐一）

患者フォローアップと薬局での副作用検出 　2 )

　患者フォローアップは薬剤使用期間中の継続的な薬学的管理として重要です
が、薬局での服薬指導時における副作用検出との関連を大規模な実診療データ
から定量的に検討した報告は限られていました。そこで、クラウド型電子薬歴と患
者フォローシステムのデータを用い、814薬局、約104万件の薬歴を解析しまし
た。その結果、フォローアップ実施群では未実施群よりハイリスク薬に関連した副
作用検出率が高く、応答割合が高い群ほど段階的に副作用検出率が高くなりま
した。服用薬剤数で層別化しても、6剤未満、6剤以上のいずれでも上位25％群
は下位75％群より副作用検出率が高く、振戦、口渇、便秘などの自覚症状に加
え、肝機能障害のように検査値の確認を要する副作用でも差が認められました。
これらの結果から、受診間の体調変化を把握し、その情報を次回来局時の薬学
的評価につなげる意義が示されたと考えています。

　臨床薬学研究室　田坂 祐一 准教授

　研究対象や手法は異なりますが、共通するのは、臨床現場の疑問を研究課題として捉え、得られた知見を臨床
へ還元することです。着任前の病院薬剤師時代に、日常業務には研究につながる多くの疑問や課題があることを
実感しました。現在はその視点を薬局などにも広げ、薬剤師の関わりやその意義を客観的なデータで示すことにも
取り組んでいます。今回は、その中から最近報告した薬局薬剤師の実務に関する2つの研究を紹介します。



　今年も4月24〜25日の1泊2日で、新入生学外研修旅行を実施しました。 初日は兵庫県にある沢井製薬株式
会社（三田工場・三田西工場）を見学しました。初めてのエアシャワーに驚きつつも、厳しい品質管理のもとで医薬
品が製造される現場に触れ、高品質な薬を供給する責任の重さと、薬学を学ぶ者としての使命感を新たにしまし
た。宿泊先の神戸ポートピアホテルでの夕食時には恒例のビンゴ大会を開催しました。クラス対決で獲得したお菓
子を分け合うなど、学生同士の親睦を深める和やかな時間となりました。 2日目は神戸須磨シーワールドを訪れ、
迫力あるドルフィンパフォーマンスの観賞や豪華なビュッフェを友人や教員と共に満喫しました。 事後アンケートで
は、95％が「研修旅行に満足」、97％が「親睦が深まった」と回答し、工場見学についても91％が「薬学への興味・
関心を深めた」としています。新たな仲間や教職員との絆を築く、大変有意義な2日間となりました。

（原 愛）

最 近 の 薬 学 部 の イ ベ ン ト ・ 行 事
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研 究 室 対 抗 球 技 大 会
　2026年4月18日（土）、就実大学体育館において「2026年度 就実大学薬学部研究室対抗球技大会」を開催し
ました。本大会は、例年100名を超える学生が参加する薬学部の恒例行事であり、今年度も多くの学生が参加しま
した。研究室配属後の学生にとっては、同じ研究室の仲間との結束を深めるだけでなく、他研究室の学生や教員と
自然に交流できる貴重な機会となっています。
　大会の企画・運営は、主に6年生の代表者が中心となって行いました。実施競技やルールについても、学生同士
で話し合いながら準備を進め、参加者全員が安全に楽しめるよう工夫しました。競技は、昨年度に引き続き、代表
者による投票の結果、バレーボールとバスケットボールを実施しました。
　当日は、各研究室から参加した学生が互いに声を掛け合いながら競技に取り組み、体育館内は終始活気にあ
ふれていました。勝敗を競いながらも、好プレーには研究室を越えて拍手や歓声が送られ、普段の授業や実習とは
異なる雰囲気の中で交流が広がりました。また、学生同士の交流に加え、学生と教員が競技を通じて親睦を深める
場にもなり、薬学部の温かな雰囲気が感じられる時間となりました。
　さらに、就実薬学会からは特別賞として、2チームに「防災食お試しセット」が贈られました。楽しみながら防災へ
の関心を高める機会にもなり、薬学部らしい特色のある表彰となりました。本大会を通じて、学年や研究室を越えた
つながりが生まれ、薬学部全体の一体感を感じられる一日となりました。卒業生の皆さまにも、在学生の活気ある様
子をお伝えできれば幸いです。来年度も開催を予定していますので、多くの学生の参加を期待しています。

（吉井 圭佑）



　卒業生の皆様、ご無沙汰しております。お変わりなく

ご活躍のこととお慶び申し上げます。

　生化学研究室は、2014年に「生体制御化学研究

室」と「分子機能生化学研究室」から名称が変更され

誕生した研究室です。研究室名は変わりましたが、「生

体制御化学研究室」を開設された坪井誠二先生を中

心に協働し、研究・教育活動を行ってきました。坪井先

生ご退職後の現在は、守谷智恵教授・川上賀代子講

師の2名の教員体制のもと、6年生7名、5年生5名、4年

生5名が在籍し、日々研究や勉強に励んでいます。

　研究に関しては、発酵乳ホエーによる睡眠ホルモン

合成酵素の活性化作用や成分解析から発展し、現在

は米タンパク質加水分解物や岡山県特産品（特に黄

ニラ）からの細胞内グルタチオン量上昇作用をもつ物

質の単離、および睡眠ホルモン合成酵素の活性化作

用の解析等を行っています。黄ニラからは含硫化合物

を同定することができ、「酸化ストレスから体を守る成分

を食品から発見したい」という目標に向けて成果を挙

げています。また、学生たちが卒業研究に取り組み、実

験やセミナーで悪戦苦闘しながらも成長していく姿を大

変頼もしく感じております。

　研究室の活動においては、2013年度に作成した「坪

井・守谷研究室心得」を基本としています。これは研究

室生活を充実した楽しいものにするためのルールを盛

り込んだもので、今年度「生化学研究室心得」令和版と

して改定しました。心得の中に「9時から活動できるよう

にすること」という項目があります。これは当初から重点

を置いてきた点ですが、いつの間にか「生化学研究室

は朝礼がある」という噂に変換されてしまっています。

朝礼は一度も行ったことがありません（卒業生の皆様

ならお分かりですよね！）。この場をお借りして誤解を解

いておきたいと思います。また、「お互いに協力するこ

と」も大切にしており、気持ちよく活動するための基本と

なっています。そして、卒業後も、研究室で培った経験

や仲間との繋がりを大切にしてもらいたいと思っていま

す。

　卒業生の皆さんが医療現場や社会で活躍されてい

る話を耳にすると、大変誇らしく思います。大学の近くに

来られた際はぜひ顔を出して、近況を教えてください。

　今後とも温かいご支援とご指導を賜りますようお願い

申し上げます。

（守谷 智恵）

研 究 室 紹 介
毎回、基礎薬学・生命薬学・医療薬学・臨床薬学のそれぞれの
部門から1研究室ずつ現在の研究室の様子を紹介

基礎薬学部門　生薬学研究室

　生薬学研究室は、私が着任致しました2020年9月に開

設されました。早いもので、2026年の3月で、計3期（計5

名）の卒業生を送り出すことができました。それぞれ、病院

薬剤師（1名）、薬局薬剤師（4名）として活躍されているこ

とと思います。

　現在、研究室には6年生3名、5年生4名、4年生3名が

在籍し研究に、そして学業に邁進しているところでありま

す。

　当研究室の配属学生には、卒業後にそれぞれの場所

で活躍するための「資質の向上」を目的に日々の活動を

行っております。具体的には、研究活動を通して、単なる

実験者ではなく、実験操作の意味や、実験の意味・目的

について、頻繁にディスカッションを行うことで、論理的な

思考と、自身の考えを他者に伝える技能の獲得を目指し

て、研究活動を実践しています。

　生薬学研究室では、一貫して、生活習慣病、特に糖尿

病や脂肪肝の予防・改善に寄与する物質を和漢生薬や

薬用食物から探索しています。ここ数年で取り組んだこと

の成果としては、インスリン様の糖取り込み（糖消費）亢進

作用を有するインスリン代替物質の探索研究では、オウレ

ン、オウバク、ウヤクやコウボクなどから調製した抽出エキ

スにインスリン様の糖消費亢進活性を見いだしています。

細胞レベルでのインスリンの作用は、1 μg/mL 以上の

濃度では、良好な濃度依存性を示しません。つまり、ここ

で観察される糖消費亢進活性が、インスリン受容体を介

した作用の最大値であることがわかります。当研究室で見

いだした生薬抽出エキスでは、インスリンの強度を上回る

糖消費亢進活性が観察されました。このことは、インスリン

受容体とは異なる作用点を介した薬理活性であることを

示唆しています。古くより、ヒトの体内において血糖値を低

下させるホルモン（機構）はインスリンのみであることが提

唱されていますが、実験結果は、我々が未だ知り得ない機

構を利用して、インスリン様の糖消費の亢進を惹起するこ

とが可能で、今回見いだした生薬由来抽出エキスの含有

成分に、その実行分子が含まれていることを示唆していま

す。今後、活性寄与成分の特定、作用機序の詳細な解明

を進め、インスリン代替の経口薬となりうる分子のシード

化合物の提案につながっていくことを期待しています。

　また、就実大学薬用植物園は、2025年度に日本植物

園協会に入会致しました。皆様が就実大学を訪れた際、

お立ち寄り頂けますような「薬用植物園」を目指して、整備

を進めていきたいと存じます。

（二宮 清文）

生命薬学部門　生化学研究室



　卒業生の皆さま、その後いかがお過ごしですか？
　さて、私の所属する臨床薬学研究室には、現在、田
坂祐一准教授と西田麻以講師、そして教授である赤木
の3名の教員が在籍しています。3名とも前職は病院薬
剤師であり、臨床現場での薬剤師業務に精通していま
す。田坂先生は2018年に、西田先生と赤木はともに
2024年に就実大学に赴任しました。新たな体制のも
と、安定的で、かつ進歩的な研究室運営に努めていま
す。
　2026年度は、研究室に大学院生3名、4年生8名、5
年生8名と6年生2名の計21名が在籍し、日々研究室
活動に取り組んでいます。主な活動の1つであるゼミナ
ールでは、新薬Café（新薬の特徴を紹介）とジャーナル
クラブ（研究に関連する論文を批判的に吟味）を年間
30回程度開講しています。各会1～2名の学生が自ら
まとめた内容を発表し、教員だけでなく学生全員で活
発に質疑応答を行い、研鑽を積んでいます。また、ゼミ
旅行や歓送迎会など、さまざまな行事を通じて親睦を
深めています。こうした研究室での日々を通じて、社会
で必要となる、目的に向けて行動する実行力と、最善
解を導く思考力を培ってほしいと考えています。
　私たちが担当する専門領域は、「医療薬学演習」、
「処方解析学」、「調剤学」、「病態生理学」、「人体構成
学」や「実務実習事前学習」などの臨床系科目です。研
究テーマは、赤木が医薬品使用などの各種健康関連
要因と生命予後に関連した臨床研究、田坂先生が医
薬品適正使用に関連した臨床研究および誤嚥性肺炎
に関する基礎研究、西田先生が実臨床における記述
疫学調査およびデータベース研究に取り組んでいま
す。
　在学生、そして卒業生の皆さま。本学の理念である
「去華就実」を忘れずに、自分の信じる道を着実に歩ん
でいってください。皆さんなら、きっとそうできると信じて
います。

（赤木 晋介）

医療薬学部門　代謝毒性学研究室

　卒業生の皆さまには、大変ご無沙汰いたしております。
お変わりなくご健勝のことと存じます。
　代謝毒性学研究室は、2003年の薬学部開設と同時に
誕生し、現在も当時と変わらぬ薬学研究棟（U館）5階東
を拠点として教育・研究活動を続けています。岡山城と
新幹線を眼下に望み、四季折々の風景を楽しむことので
きるこの場所に、桜の開花と時を同じくして就実大学薬
学部の教員第一期生として着任してから、早くも20余年
の歳月が流れました。この間、薬学部は6年制への移行
という大きな変革を経験し、教員構成も大きく様変わりし
ました。創設当時から在籍する教員も、私を含めて今で
はわずかとなりました。一方、当研究室からは約60名の
学生が巣立ち、岡山市をはじめ全国各地で薬剤師として
活躍されています。直接お会いする機会は多くありませ
んが、それぞれの職場で地域医療や薬学の発展に貢献
されていることを大変心強く、また誇らしく感じています。
　私自身も歳月を重ね、健康管理を心掛けながら教育と
研究に励む毎日です。腰や肩をいたわり、細かな文字の
読みにくさや実験操作の難しさに年齢を実感することも
増えましたが、それもまた研究者としての年月の積み重
ねと受け止めています。現在は「生物薬剤学」「薬物代謝
学」「医療薬学実習Ⅱ」を担当しています。これらは薬剤
師国家試験のみならず、医療現場で薬剤師として活躍す
るためにも欠かすことのできない重要な分野です。薬理
学、薬剤学、生化学、有機化学、さらには分子生物学にま
で及ぶ幅広い知識が求められるため、毎年講義の準備
には身の引き締まる思いで取り組んでいます。実は学生
時代から前任校に至るまで薬剤学を専門としていながら
「代謝」は苦手意識のある分野でした。そのような経験が
あるからこそ、学生の皆さんの戸惑いや苦労にも共感し
ながら、一つ一つ丁寧に伝えることを心掛けています。
　研究では、教育担当科目とは少し趣を異にする「細胞
内小胞輸送機構の解明」に取り組んでいます。この分野
は2013年にノーベル生理学・医学賞を受賞し、自ら携わ
る研究分野が世界的に評価されたことに大きな喜びと刺
激を受けました。現在は細胞内におけるコレステロール
輸送機構の解明を中心に研究を進めており、その成果が
将来少しでも医学・薬学の発展や社会に貢献できること
を願いながら日々研究に励んでいます。近年では、岡山
市内の保険薬局との共同研究にも取り組んでいます。疑
義照会、調剤中のヒヤリ・ハット事例、服薬指導、さらには
学校薬剤師による薬物乱用防止教室など、薬剤師業務
に関するさまざまなテーマについて、学生自身が研究課
題を設定し、研究計画の立案から調査・解析・考察、学
会発表まで主体的に取り組んでいます。教育と研究、そし
て実務を結び付けるこうした活動を通して、新たな発見
に出会う喜びを学生と共有できることは、私にとっても大
きな励みとなっています。
　最後になりましたが、卒業生・在校生ならびに教職員
の皆さまのご健勝とご多幸を心よりお祈り申し上げます。
また、就実大学薬学部のさらなる発展を願っております。
卒業生の皆さまには、岡山へお越しの際にはぜひ研究
室にもお立ち寄りいただき、懐かしい学生時代を振り返り
ながら、旧交を温めていただければ幸いです。

（松尾 浩民）

臨床薬学部門　臨床薬学研究室

研究室メンバー 卒業式

ゼミ旅行 学会参加・発表



【教員】

研究・産学連携

　〇片岡洋行教授が米国スタンフォード大学とElsevier社の世界トップ２％の科学者リストに7年連続で選出

　　（2025.09.19）

　〇片岡洋行教授が科学者のための学術プラットフォームResearch.comの最も影響力のある優秀な科学者リス

　　ト（世界科学者ランキング）2025年版（化学分野）に4年連続で選出 （2025.09.19）

　〇片岡洋行教授による「終末糖化産物（AGEs）分析法の最新動向」に関する総説論文が国際学術雑誌

　　Moleculesに掲載され、Featured Paperに選出 （2025.10.15）

　〇田坂祐一准教授の研究グループの論文がYAKUGAKU ZASSHI 11月号におすすめ記事として掲載

　　（2025.11.01）

　〇清水美貴子教授と東京慈恵会医科大学研究グループの研究成果「患者にやさしい新規医薬品皮下投与法の

　　開発」が、東京慈恵会医科大学ホームページでのプレスリリース （2025.12.05）

　〇片岡洋行教授が2025年度ScholarGPSランキングで専門分野のHighly Ranked Scholar（最も生産性

　　が高く影響力のある研究者の上位0.05%）に選出 （2025.12.24）

　〇片岡洋行教授が科学者のための学術プラットフォームResearch.comの世界科学者ランキング（World

　　Online Ranking of Best Chemistry Scientists）2026年版に5年連続で選出 （2026.05.05）

　〇須藤鎮世名誉教授がスウェーデン開催の国際会議The 69th Assembly of the IAAM

　　(International Association of Advanced Materials) Fellow Summで基調講演・座長を務めた

　　（2026.06.01-02）

　〇山田陽一准教授の研究グループが研究・開発した抗菌抗ウイルスコーティング技術の直方市役所での実証

　　実験の成果報告会の開催 （2026.02.10）

　〇見尾光庸教授が日本薬理学会の永年会員に推戴 （2026.03.16）

地域支援・社会貢献

　〇小川和加野教授が中高生を対象とした細菌を利用した実験体験講座「体験しよう！見えない細菌を見る方法」

　　を開催 （2025.08.20-21）

　〇原愛講師が就実小学校2年生による薬学部の施設見学を担当 （2026.06.03）

　〇山田陽一准教授らの研究グループの成果を応用した抗菌シート「アビエシートⓇ（ABIESHEET）～抗菌・

　　抗バイオフィルムコーティング」が生協ブックストアで販売開始 （2026.07.01）

　〇増田和文教授と加藤久登講師及び薬学生3名が岡山県生涯学習センターで開催された「科学キッズフェステ

　　ィバル in 京山祭」に『身近なもので電池を作ってみよう！』のテーマで出展 （2025.12.14）

　〇就実大学薬学部附属薬局（しゅうじつ薬局）で開催された第5回こども薬剤師体験が複数のニュース番組

　　（NHK岡山・RSK山陽放送・OHK岡山放送）で紹介 （2026.03.07）

　〇加地弘明准教授ら本学教員、東京薬科大学教員および本学学生が本学で「春休み企画”わくわくおくすり教

　　室 in OKAYAMA”薬を使うときの12の約束を知ろう」を開催 （2026.03.14）

　〇河野奨講師らが、矢掛中学校にて3年生を対象に「医薬品の適正使用」を学ぶ実験教室を開催

　　（2026.05.21）

 【学生】

研究・産学連携

　〇卒業生（発表当時6年生）の馬場雪乃さんが第10回日本薬学教育学会大会で「優秀発表賞」を受賞

　　（2025.08.24）

　〇本学薬学部の学生10名（5年生9名、4年生1名）が日本臨床腫瘍薬学会の認定資格「がん治療薬学生エキス

　　パート（PSECC）」に合格 （2025.11.25）

　〇卒業生（発表当時6年生）の馬場雪乃さんが就実大学「学生活動優秀賞」を受賞 （2025.12.18）

　〇6年生（発表当時5年生）の中屋敷萌さんが日本薬学会第146年会で「学生優秀発表賞」を受賞

　　（2026.04.15）

　〇本学･大学院卒業生の板野円香さん（サエラ薬局）が地域住民や患者さん向けの「認知症ハンドブック」を制作

　　（2026.04.20）

（対象期間：2025年8月∼2026年7月）

教 員 及 び 学 生 の 受 賞 等



　山田陽一准教授の抗菌抗バイオフィルム・抗ウイルス研究の活躍

メディア等での紹介（一部抜粋）

　〇産学連携の成果の抗菌シート「アビエシート」が2026年度新価値共同研究プロジェク

　　トの公募チラシに助成金の活用事例として取り上げられる。 （2025.07.10）

　〇テック・アイ技術情報研究所に産学連携の成果の「ハイパーCLT敷板」 Tii技術情報

　　（2025.11.27）

　〇消毒薬CHX(クロルヘキシジン)を有効成分とした表面浮き出しコーティング技術の特

　　許出願 （2026.01.15）

学生からの活動報告

　学友会活動を通して培った薬剤師としての基盤

　私は大学進学を機に、「学業だけでなく、学生のうちにしかできないことにも積極的に挑戦しよう」と決意し、大学

生活を送ってきました。現在は、海外で地域に根差した薬剤師の在り方を学び、その考えを日本に広めることで、

人々の暮らしを身近で支える薬剤師を目指しています。

　その実現に向けて特に力を注いできたのが、学友会活動です。学友会では大学祭の企画・運営やクラブ・サーク

ルの統括を行っており、私は会長として、メンバーのマネジメントに加え、学生団体との調整や企業との渉外業務な

ど、多岐にわたる役割を担ってきました。薬学部での学修との両立は容易ではありませんでしたが、多くの業務を同

時に進める調整力や迅速な判断力、そして多様な立場の人々をまとめるリーダーシップを培うことができました。こ

れらの経験は、将来、医療チームの一員として患者さんや多職種と連携するうえで大きな財産になると感じていま

す。

　今年度で私の学友会活動は一区切りを迎えますが、薬剤師を目指す私の挑戦はこれからも続きます。今後は研

究室での研究活動や4年生でのCBT・OSCEへの準備に励むとともに、臨床現場での学びを深め、海外の薬剤師

や医療制度についても積極的に知見を広げていきたいと考えています。学生時代に培った経験を糧に、地域に信

頼され、人々の生活に寄り添える薬剤師を目指して努力を重ねていきたいです。

薬学部３年 毎熊 佑香さん

就実大学薬学部附属薬局（しゅうじつ薬局）

地域のみなさまに支えられまして、令和8年8月5日に就実大学薬学部附属

薬局（しゅうじつ薬局）は開局7周年を迎えました！



　今号の編集作業を終え、改めて画面越しに記事のレイアウトを眺めながら、今年度もこうして予定通りに皆様に
会報をお届けできることに深い安堵感に包まれています。
 思い返せば、今年の夏は例年以上の記録的な猛暑に見舞われ、岡山でも酷暑日に迫る気温が連日のように続き
ました。それに加えて台風の当たり年といわれ、多くの台風とその被害が全国で発生したことが強く印象に残ってい
ます。
　今号は、研究トピックスに田坂先生の臨床現場での疑問から生じる課題についての研究内容を紹介いただきま
した。また、毎年4月の新入生研修旅行と研究室対抗球技大会では、どちらも新しい仲間や他の研究室の友人との
良いコミュニケーションの機会となったことでしょう。そして、卒業生の近況として出雲徳洲会病院の伊藤先生から
記事をいただきました。伊藤先生は就実大学に薬学部ができたときの1期生として入学され、現在は薬剤部長とし
て素晴らしいご活躍をされております。その他、第3号では、基礎薬学、生命薬学、医療薬学、臨床薬学の4分野か
らの研究室紹介、教員や学生の受賞等の活躍、在学生からも学友会活動に積極的に注力している様子について
報告していただきました。お忙しい中、ご寄稿いただいた皆様に厚く御礼申し上げます。
　まだまだ厳しい暑さが続きますが、しばらくするとこのピークも少しずつ和らぎ、朝夕にはほんのりと秋の気配が
混ざり始める頃かと思います。今年の12月26日（土）の昼からはオンラインにて総会の開催を予定しておりますの
で、多くの方々にご参加いただきたく思っております。次号以降も会員の皆様方には、より一層のご支援とご協力を
賜りますよう、よろしくお願いいたします。
　最後に、皆様の益々のご健勝とご活躍をお祈り申し上げます。

（就実薬学会運営委員会）

編集後記

　私は2003年、薬学部の1期生として入学しました。高校時代までは島根県で過ごし
ていたため、岡山での新たな生活には大きな期待と不安を抱いていたことを、今でも
鮮明に覚えています。当時の1期生は200名強。北は北海道、南は沖縄まで、全国各
地から多様なバックグラウンドを持つ仲間が集まっていました。
　大学生活を振り返ると、そこには凝縮された豊かな時間がありました。薬学部ならで
はの厳しくもやりがいのある日々の勉強はもちろん、仲間たちと夜遅くまで語り明かし
た飲み会、そして何気ない日常のすべてが、かけがえのない青春の1ページです。全
国から集まった1期生の仲間たちと切磋琢磨し、共に笑い、共に学んだ時間は、私の
人生における大きな財産となっています。
　大学卒業後は、地元である島根県に戻り、徳洲会グループの出雲徳洲会病院に入
職しました。当院は小規模なケアミックス病院ですが、地域医療の要として重要な役割

卒 業 生 か ら の 近 況 報 告

を担っています。温かい先輩方に支えられながらキャリアをスタートさせましたが、入職3年目という早い段階で急
遽、薬剤部の責任者という重責を任されることとなりました。当時は戸惑いもありましたが、1期生として培ったチャレ
ンジ精神を胸に、今日まで無我夢中で奮闘してまいりました。
　島根県は、慢性的な薬剤師不足という大きな課題を抱えています。そのため、開院以来、徳洲会グループ内から
常時2〜4名の応援を派遣してもらう体制が続いており、全国の仲間に支えられながら業務を行ってきました。この
ような厳しい環境下ではありましたが、薬剤部が一丸となって努力を重ねた結果、2024年度より病棟薬剤業務実
施加算2を新たに取得することができました。これにより、病棟における薬剤師の専門性をより発揮し、多くの患者さ
んに対して、より安全で適切な薬物治療を提供できる体制が整ったと実感しております。
　今後は、常勤薬剤師の確保に努め、よりよい組織を作っていければと思います。
　個人的なことですが、昨年40歳という人生の節目を迎えました。40歳の記念に、フルマラソンに挑戦しました。練
習不足で不安もありましたが、なんとか無事に完走することができ、40代に向けて良いスタートが切れました。これ
からも様々なことがあるとは思いますが、粘り強く取り組んでいければと思います。

　最後になりますが、就実大学薬学部のますますのご発展と、先生方、そして同窓生の皆様のご健勝とご多幸を心
よりお祈り申し上げ、私の近況報告とさせていただきます。

医療法人徳洲会　出雲徳洲会病院 薬剤部長
伊藤 洋輔
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	OTC医薬品販売における薬剤師の薬学的判断1)
	　セルフメディケーションが推進される中、OTC医薬品の適正使用を支えることも薬剤師の重要な役割です。一方、実際の販売場面で薬剤師の薬学的判断がどの程度必要とされているかは、十分に明らかになっていませんでした。そこで、薬局との共同研究で、OTC医薬品の販売記録1,487件を後方視的に解析しました。その結果、購入を希望するOTC医薬品がある「商品指名購入」の15.1％で薬剤師の提案によるOTC医薬品の変更または受診勧奨が行われ、薬剤師へ直接相談があった事例を含めると全応対の半数以上で薬剤師の関与が必要と考えられました。変更の契機では「禁忌」が最も多く、その約8割を第2類医薬品が占めていました。また、解熱鎮痛薬では、薬剤師が相談を受けて選択した場合には来局者が選択した場合に比べて単剤を選択する割合が高く、症状や使用者背景を踏まえた薬学的判断の重要性が示されました。
	患者フォローアップと薬局での副作用検出2)　
	　患者フォローアップは薬剤使用期間中の継続的な薬学的管理として重要ですが、薬局での服薬指導時における副作用検出との関連を大規模な実診療データから定量的に検討した報告は限られていました。そこで、クラウド型電子薬歴と患者フォローシステムのデータを用い、814薬局、約104万件の薬歴を解析しました。その結果、フォローアップ実施群では未実施群よりハイリスク薬に関連した副作用検出率が高く、応答割合が高い群ほど段階的に副作用検出率が高くなりました。服用薬剤数で層別化しても、6剤未満、6剤以上のいずれでも上位25％群は下位75％群より副作用検出率が高く、振戦、口渇、便秘などの自覚症状に加え、肝機能障害のように検査値の確認を要する副作用でも差が認められました。これらの結果から、受診間の体調変化を把握し、その情報を次回来局時の薬学的評価につなげる意義が示されたと考えています。

	　今回紹介した2つの研究は、OTC医薬品販売時と処方薬の服用期間中という異なる場面を対象としていますが、いずれも日常の薬剤師業務における薬学的判断や継続的な患者への関わりを、客観的なデータで捉え直した研究です。今後も臨床現場の疑問を研究につなげ、薬剤師の関わりが薬物療法の安全性や有効性にどのように寄与するのかを明らかにしていきたいと考えています。
	（田坂 祐一）



	最近の薬学部のイベント・行事
	2026年度 薬学部新入生研修旅行
	（原 愛）

	研究室対抗球技大会
	（吉井 圭佑）


	研究室紹介
	毎回、基礎薬学・生命薬学・医療薬学・臨床薬学のそれぞれの部門から1研究室ずつ現在の研究室の様子を紹介
	基礎薬学部門　生薬学研究室
	　生薬学研究室は、私が着任致しました2020年9月に開設されました。早いもので、2026年の3月で、計3期（計5名）の卒業生を送り出すことができました。それぞれ、病院薬剤師（1名）、薬局薬剤師（4名）として活躍されていることと思います。
	　当研究室の配属学生には、卒業後にそれぞれの場所で活躍するための「資質の向上」を目的に日々の活動を行っております。具体的には、研究活動を通して、単なる実験者ではなく、実験操作の意味や、実験の意味・目的について、頻繁にディスカッションを行うことで、論理的な思考と、自身の考えを他者に伝える技能の獲得を目指して、研究活動を実践しています。
	　生薬学研究室では、一貫して、生活習慣病、特に糖尿病や脂肪肝の予防・改善に寄与する物質を和漢生薬や薬用食物から探索しています。ここ数年で取り組んだことの成果としては、インスリン様の糖取り込み（糖消費）亢進作用を有するインスリン代替物質の探索研究では、オウレン、オウバク、ウヤクやコウボクなどから調製した抽出エキスにインスリン様の糖消費亢進活性を見いだしています。細胞レベルでのインスリンの作用は、1 μg/mL 以上の濃度では、良好な濃度依存性を示しません。つまり、ここで観察される糖消費亢進活性が、インスリン受容体を介した作用の最大値であることがわかります。当研究室で見いだした生薬抽出エキスでは、インスリンの強度を上回る糖消費亢進活性が観察されました。このことは、インスリン受容体とは異なる作用点を介した薬理活性であることを示唆しています。古くより、ヒトの体内において血糖値を低下させるホルモン（機構）はインスリンのみであることが提唱されていますが、実験結果は、我々が未だ知り得ない機構を利用して、インスリン様の糖消費の亢進を惹起することが可能で、今回見いだした生薬由来抽出エキスの含有成分に、その実行分子が含まれていることを示唆しています。今後、活性寄与成分の特定、作用機序の詳細な解明を進め、インスリン代替の経口薬となりうる分子のシード化合物の提案につながっていくことを期待しています。
	　また、就実大学薬用植物園は、2025年度に日本植物園協会に入会致しました。皆様が就実大学を訪れた際、お立ち寄り頂けますような「薬用植物園」を目指して、整備を進めていきたいと存じます。
	（二宮 清文）


	生命薬学部門　生化学研究室
	　卒業生の皆様、ご無沙汰しております。お変わりなくご活躍のこととお慶び申し上げます。
	　生化学研究室は、2014年に「生体制御化学研究室」と「分子機能生化学研究室」から名称が変更され誕生した研究室です。研究室名は変わりましたが、「生体制御化学研究室」を開設された坪井誠二先生を中心に協働し、研究・教育活動を行ってきました。坪井先生ご退職後の現在は、守谷智恵教授・川上賀代子講師の2名の教員体制のもと、6年生7名、5年生5名、4年生5名が在籍し、日々研究や勉強に励んでいます。
	　研究に関しては、発酵乳ホエーによる睡眠ホルモン合成酵素の活性化作用や成分解析から発展し、現在は米タンパク質加水分解物や岡山県特産品（特に黄ニラ）からの細胞内グルタチオン量上昇作用をもつ物質の単離、および睡眠ホルモン合成酵素の活性化作用の解析等を行っています。黄ニラからは含硫化合物を同定することができ、「酸化ストレスから体を守る成分を食品から発見したい」という目標に向けて成果を挙げています。また、学生たちが卒業研究に取り組み、実験やセミナーで悪戦苦闘しながらも成長していく姿を大変頼もしく感じております。
	　研究室の活動においては、2013年度に作成した「坪井・守谷研究室心得」を基本としています。これは研究室生活を充実した楽しいものにするためのルールを盛り込んだもので、今年度「生化学研究室心得」令和版として改定しました。心得の中に「9時から活動できるようにすること」という項目があります。これは当初から重点を置いてきた点ですが、いつの間にか「生化学研究室は朝礼がある」という噂に変換されてしまっています。朝礼は一度も行ったことがありません（卒業生の皆様ならお分かりですよね！）。この場をお借りして誤解を解いておきたいと思います。また、「お互いに協力すること」も大切にしており、気持ちよく活動するための基本となっています。そして、卒業後も、研究室で培った経験や仲間との繋がりを大切にしてもらいたいと思っています。
	　卒業生の皆さんが医療現場や社会で活躍されている話を耳にすると、大変誇らしく思います。大学の近くに来られた際はぜひ顔を出して、近況を教えてください。
	　今後とも温かいご支援とご指導を賜りますようお願い申し上げます。
	（守谷 智恵）




	医療薬学部門　代謝毒性学研究室
	　卒業生の皆さまには、大変ご無沙汰いたしております。お変わりなくご健勝のことと存じます。
	　代謝毒性学研究室は、2003年の薬学部開設と同時に誕生し、現在も当時と変わらぬ薬学研究棟（U館）5階東を拠点として教育・研究活動を続けています。岡山城と新幹線を眼下に望み、四季折々の風景を楽しむことのできるこの場所に、桜の開花と時を同じくして就実大学薬学部の教員第一期生として着任してから、早くも20余年の歳月が流れました。この間、薬学部は6年制への移行という大きな変革を経験し、教員構成も大きく様変わりしました。創設当時から在籍する教員も、私を含めて今ではわずかとなりました。一方、当研究室からは約60名の学生が巣立ち、岡山市をはじめ全国各地で薬剤師として活躍されています。直接お会いする機会は多くありませんが、それぞれの職場で地域医療や薬学の発展に貢献されていることを大変心強く、また誇らしく感じています。
	　私自身も歳月を重ね、健康管理を心掛けながら教育と研究に励む毎日です。腰や肩をいたわり、細かな文字の読みにくさや実験操作の難しさに年齢を実感することも増えましたが、それもまた研究者としての年月の積み重ねと受け止めています。現在は「生物薬剤学」「薬物代謝学」「医療薬学実習Ⅱ」を担当しています。これらは薬剤師国家試験のみならず、医療現場で薬剤師として活躍するためにも欠かすことのできない重要な分野です。薬理学、薬剤学、生化学、有機化学、さらには分子生物学にまで及ぶ幅広い知識が求められるため、毎年講義の準備には身の引き締まる思いで取り組んでいます。実は学生時代から前任校に至るまで薬剤学を専門としていながら「代謝」は苦手意識のある分野でした。そのような経験があるからこそ、学生の皆さんの戸惑いや苦労にも共感しながら、一つ一つ丁寧に伝えることを心掛けています。
	　研究では、教育担当科目とは少し趣を異にする「細胞内小胞輸送機構の解明」に取り組んでいます。この分野は2013年にノーベル生理学・医学賞を受賞し、自ら携わる研究分野が世界的に評価されたことに大きな喜びと刺激を受けました。現在は細胞内におけるコレステロール輸送機構の解明を中心に研究を進めており、その成果が将来少しでも医学・薬学の発展や社会に貢献できることを願いながら日々研究に励んでいます。近年では、岡山市内の保険薬局との共同研究にも取り組んでいます。疑義照会、調剤中のヒヤリ・ハット事例、服薬指導、さらには学校薬剤師による薬物乱用防止教室など、薬剤師業務に関するさまざまなテーマについて、学生自身が研究課題を設定し、研究計画の立案から調査・解析・考察、学会発表まで主体的に取り組んでいます。教育と研究、そして実務を結び付けるこうした活動を通して、新たな発見に出会う喜びを学生と共有できることは、私にとっても大きな励みとなっています。
	　最後になりましたが、卒業生・在校生ならびに教職員の皆さまのご健勝とご多幸を心よりお祈り申し上げます。また、就実大学薬学部のさらなる発展を願っております。卒業生の皆さまには、岡山へお越しの際にはぜひ研究室にもお立ち寄りいただき、懐かしい学生時代を振り返りながら、旧交を温めていただければ幸いです。
	（松尾 浩民）


	臨床薬学部門　臨床薬学研究室
	　卒業生の皆さま、その後いかがお過ごしですか？
	　さて、私の所属する臨床薬学研究室には、現在、田坂祐一准教授と西田麻以講師、そして教授である赤木の3名の教員が在籍しています。3名とも前職は病院薬剤師であり、臨床現場での薬剤師業務に精通しています。田坂先生は2018年に、西田先生と赤木はともに2024年に就実大学に赴任しました。新たな体制のもと、安定的で、かつ進歩的な研究室運営に努めています。
	　2026年度は、研究室に大学院生3名、4年生8名、5年生8名と6年生2名の計21名が在籍し、日々研究室活動に取り組んでいます。主な活動の1つであるゼミナールでは、新薬Café（新薬の特徴を紹介）とジャーナルクラブ（研究に関連する論文を批判的に吟味）を年間30回程度開講しています。各会1～2名の学生が自らまとめた内容を発表し、教員だけでなく学生全員で活発に質疑応答を行い、研鑽を積んでいます。また、ゼミ旅行や歓送迎会など、さまざまな行事を通じて親睦を深めています。こうした研究室での日々を通じて、社会で必要となる、目的に向けて行動する実行力と、最善解を導く思考力を培ってほしいと考えています。
	　私たちが担当する専門領域は、「医療薬学演習」、「処方解析学」、「調剤学」、「病態生理学」、「人体構成学」や「実務実習事前学習」などの臨床系科目です。研究テーマは、赤木が医薬品使用などの各種健康関連要因と生命予後に関連した臨床研究、田坂先生が医薬品適正使用に関連した臨床研究および誤嚥性肺炎に関する基礎研究、西田先生が実臨床における記述疫学調査およびデータベース研究に取り組んでいます。
	　在学生、そして卒業生の皆さま。本学の理念である「去華就実」を忘れずに、自分の信じる道を着実に歩んでいってください。皆さんなら、きっとそうできると信じています。
	（赤木 晋介）



	教員及び学生の受賞等
	【教員】
	研究・産学連携
	地域支援・社会貢献
	【学生】
	研究・産学連携
	　〇卒業生（発表当時6年生）の馬場雪乃さんが第10回日本薬学教育学会大会で「優秀発表賞」を受賞
	　　（2025.08.24）
	　〇本学薬学部の学生10名（5年生9名、4年生1名）が日本臨床腫瘍薬学会の認定資格「がん治療薬学生エキス

	　　パート（PSECC）」に合格 （2025.11.25）

	　山田陽一准教授の抗菌抗バイオフィルム・抗ウイルス研究の活躍
	メディア等での紹介（一部抜粋）
	　〇産学連携の成果の抗菌シート「アビエシート」が2026年度新価値共同研究プロジェク
	　　トの公募チラシに助成金の活用事例として取り上げられる。 （2025.07.10）
	　〇テック・アイ技術情報研究所に産学連携の成果の「ハイパーCLT敷板」 Tii技術情報
	　　（2025.11.27）
	　〇消毒薬CHX(クロルヘキシジン)を有効成分とした表面浮き出しコーティング技術の特
	　　許出願 （2026.01.15）




	学生からの活動報告
	　学友会活動を通して培った薬剤師としての基盤
	　今年度で私の学友会活動は一区切りを迎えますが、薬剤師を目指す私の挑戦はこれからも続きます。今後は研究室での研究活動や4年生でのCBT・OSCEへの準備に励むとともに、臨床現場での学びを深め、海外の薬剤師や医療制度についても積極的に知見を広げていきたいと考えています。学生時代に培った経験を糧に、地域に信頼され、人々の生活に寄り添える薬剤師を目指して努力を重ねていきたいです。
	薬学部３年 毎熊 佑香さん



	就実大学薬学部附属薬局（しゅうじつ薬局）
	地域のみなさまに支えられまして、令和8年8月5日に就実大学薬学部附属薬局（しゅうじつ薬局）は開局7周年を迎えました！

	卒業生からの近況報告
	　私は2003年、薬学部の1期生として入学しました。高校時代までは島根県で過ごしていたため、岡山での新たな生活には大きな期待と不安を抱いていたことを、今でも鮮明に覚えています。当時の1期生は200名強。北は北海道、南は沖縄まで、全国各地から多様なバックグラウンドを持つ仲間が集まっていました。
	　大学生活を振り返ると、そこには凝縮された豊かな時間がありました。薬学部ならではの厳しくもやりがいのある日々の勉強はもちろん、仲間たちと夜遅くまで語り明かした飲み会、そして何気ない日常のすべてが、かけがえのない青春の1ページです。全国から集まった1期生の仲間たちと切磋琢磨し、共に笑い、共に学んだ時間は、私の人生における大きな財産となっています。
	　大学卒業後は、地元である島根県に戻り、徳洲会グループの出雲徳洲会病院に入職しました。当院は小規模なケアミックス病院ですが、地域医療の要として重要な役割
	を担っています。温かい先輩方に支えられながらキャリアをスタートさせましたが、入職3年目という早い段階で急遽、薬剤部の責任者という重責を任されることとなりました。当時は戸惑いもありましたが、1期生として培ったチャレンジ精神を胸に、今日まで無我夢中で奮闘してまいりました。
	　島根県は、慢性的な薬剤師不足という大きな課題を抱えています。そのため、開院以来、徳洲会グループ内から常時2〜4名の応援を派遣してもらう体制が続いており、全国の仲間に支えられながら業務を行ってきました。このような厳しい環境下ではありましたが、薬剤部が一丸となって努力を重ねた結果、2024年度より病棟薬剤業務実施加算2を新たに取得することができました。これにより、病棟における薬剤師の専門性をより発揮し、多くの患者さんに対して、より安全で適切な薬物治療を提供できる体制が整ったと実感しております。
	　今後は、常勤薬剤師の確保に努め、よりよい組織を作っていければと思います。
	　個人的なことですが、昨年40歳という人生の節目を迎えました。40歳の記念に、フルマラソンに挑戦しました。練習不足で不安もありましたが、なんとか無事に完走することができ、40代に向けて良いスタートが切れました。これからも様々なことがあるとは思いますが、粘り強く取り組んでいければと思います。

	　最後になりますが、就実大学薬学部のますますのご発展と、先生方、そして同窓生の皆様のご健勝とご多幸を心よりお祈り申し上げ、私の近況報告とさせていただきます。
	編集後記
	　最後に、皆様の益々のご健勝とご活躍をお祈り申し上げます。



